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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１水平期間中に、あるラインへの本充電と、該本充電が実施されるラインよりも後に本
充電が実施されるラインへの予備充電とを行う液晶表示装置において、
　上記予備充電は、本充電を行なう水平期間中に予備充電ラインの走査信号のＯＮ期間を
設けることにより、本充電ライン用のデータ信号によって行なわれるものであり、
　同じ水平期間中に本充電が実施されるラインと予備充電が実施されるラインとのデータ
を比較し、予備充電が実施されるラインよりも本充電が実施されるラインにおいて、より
充電を必要とする画素がある場合には、予備充電が実施されるラインの全ての画素におい
て過充電が発生しないように予備充電期間を短く設定する予備充電期間調整手段を備えて
いることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　上記予備充電期間調整手段は、
　あるラインのデータが入力されるとこれを格納し、該データを格納したラインの本充電
と同時に予備充電が実施されるラインのデータが入力されるまでこれを保持する格納手段
と、
　上記格納手段に格納されたデータによって、同じ水平期間中に本充電が実施されるライ
ンと予備充電が実施されるラインとのデータを比較する比較手段と、
　上記比較手段の比較によって、予備充電が実施されるラインよりも本充電が実施される
ラインにおいて、より充電を必要とする画素があると判断された場合に、予備充電が実施
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されるラインの全ての画素において過充電が発生しないように予備充電期間を短く設定す
る設定手段を備えていることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　上記比較手段は、比較対象となる２ラインの全ての画素について、同一ソースライン上
の画素同士のデータ比較を行い、本充電時の充電レベルよりも予備充電時の充電レベルの
方が大きく、かつそのレベル差が最も大きい画素を検出し、
　上記設定手段は、上記比較手段によって検出されたレベル差に対応する予備充電期間の
設定パラメータを、上記レベル差と設定パラメータとが予め対応付けて格納されているテ
ーブルから読み出して、読み出された設定パラメータに基づいて予備充電期間の設定を行
うことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　１水平期間中に、あるラインへの本充電と、該本充電が実施されるラインよりも後に本
充電が実施されるラインへの予備充電とを行う液晶表示装置において、
　上記予備充電は、本充電を行なう水平期間中に予備充電ラインの走査信号のＯＮ期間を
設けることにより、本充電ライン用のデータ信号によって行なわれるものであり、
　各ラインへの本充電期間を設定する第１のクロック信号と、各ラインへの予備充電期間
を設定する第２のクロック信号との２種類のクロック信号を用いてゲートライン駆動を行
い、
　上記第２のクロック信号は、予備充電期間が可変となるように、各ゲートライン駆動毎
に、対応するパルス幅が調整されるものであり、
　上記第２のクロック信号によって、予備充電が実施されるラインよりも本充電が実施さ
れるラインにおいて、より充電を必要とする画素がある場合には、予備充電が実施される
ラインの全ての画素において過充電が発生しないように予備充電期間が短く設定されるこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　１水平期間中に、あるラインへの本充電と、該本充電が実施されるラインよりも後に本
充電が実施されるラインへの予備充電とを行う液晶表示装置の駆動方法において、
　上記予備充電は、本充電を行なう水平期間中に予備充電ラインの走査信号のＯＮ期間を
設けることにより、本充電ライン用のデータ信号によって行なわれるものであり、
　同じ水平期間中に本充電が実施されるラインと予備充電が実施されるラインとのデータ
を比較し、予備充電が実施されるラインよりも本充電が実施されるラインにおいて、より
充電を必要とする画素がある場合には、予備充電が実施されるラインの全ての画素におい
て過充電が発生しないように予備充電期間を短く設定することを特徴とする液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項６】
　１水平期間中に、あるラインへの本充電と、該本充電が実施されるラインよりも後に本
充電が実施されるラインへの予備充電とを行う液晶表示装置の駆動方法において、
　上記予備充電は、本充電を行なう水平期間中に予備充電ラインの走査信号のＯＮ期間を
設けることにより、本充電ライン用のデータ信号によって行なわれるものであり、
　各ラインへの本充電期間を設定する第１のクロック信号と、各ラインへの予備充電期間
を設定する第２のクロック信号との２種類のクロック信号を用いてゲートライン駆動を行
い、
　上記第２のクロック信号に対しては、予備充電期間が可変となるように、各ゲートライ
ン駆動毎に、対応するパルス幅を調整するものであり、
　上記第２のクロック信号によって、予備充電が実施されるラインよりも本充電が実施さ
れるラインにおいて、より充電を必要とする画素がある場合には、予備充電が実施される
ラインの全ての画素において過充電が発生しないように予備充電期間が短く設定されるこ
とを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、ゲート飛び越し２パルス駆動を行う液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年のＴＦＴ（Thin Film Transistor）液晶表示装置の高精細化が進む中、一種のキャ
パシタである液晶画素を充電する時間は徐々に削減されており、本来の階調表示に必要な
充電量を得られないケースも発生しがちである。また、液晶表示装置には応答速度が遅い
という欠点もある。
【０００３】
　そのような中、上記問題点を克服する一手法として、ゲートドライバ出力を充電対象ラ
インのＴＦＴだけでなく、さらに２ライン先のＴＦＴにも与え、２ライン先の液晶画素で
本充電の前に予備的に充電を施すという手法（以後、ゲート飛び越し２パルス駆動と称す
る）が特許文献１において開示されている。また、特許文献２には、ゲート飛び越し２パ
ルス駆動において、ゲート出力開始タイミングをソースドライバ出力のなまりにあわせて
遅延させるという手法が提案されている。
【０００４】
　本手法を適用することにより、ＴＦＴ液晶表示装置の高精細化、駆動周波数の高周波化
による充電不足を補えるばかりか、ＴＦＴ液晶表示装置の応答速度も高速化することが容
易になる。
【特許文献１】特開昭６０―１３４２９３号公報（公開日昭和６０年７月１７日）
【特許文献２】特開平１０―２３２６５１号公報（公開日平成１０年９月２日）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ゲート飛び越し２パルス駆動に関し、上記従来の構成では、過充電によ
っておこる階調表示ムラの問題を生じる。これを具体的に説明すると以下の通りである。
【０００６】
　すなわち、従来方式におけるゲート飛び越し２パルス駆動では、図８に示すように、Ｔ
ＦＴ液晶画素において本充電対象ラインより２ライン先に予備充電を行う際、予備充電期
間のラインに対しても本充電期間のラインと全く同等の充電が実施される構成になってい
た。これは、同一のソースライン上に本充電期間の画素と予備充電期間の画素とが同時に
存在し、１本のソースラインによって本充電対象ラインの画素にその階調データの本充電
を実施すると同時に予備充電対象ラインの画素に本来の階調データに近いレベルの予備充
電を実施することは不可能なためである。
【０００７】
　この時、２ライン前の本充電対象ラインにおける階調表示が予備充電対象ラインにおけ
る階調表示よりも、より高い充電電圧を要する階調レベルであった場合、図９に示すよう
に、予備充電対象ラインの液晶画素には、この予備充電によって本来の充電レベルよりも
必然的に過充電されてしまう。尚、上述のような予備充電を行わず本充電のみで各画素を
充電するゲート１パルスモードでは、各充電対象ラインにおいて本来の階調レベルに応じ
た充電を行えばよく、過充電は発生しない。このため、正規の階調レベル表示が可能であ
る。
【０００８】
　そして、ゲート飛び越し２パルス駆動の場合、予備充電によって過充電された対象ライ
ンは、本充電期間となった時に、予備充電時の過充電電荷が放電されることで本来の充電
レベルとならなければならない。しかしながら実際には、ＴＦＴのＯＮ特性により、場合
によっては過充電電荷を放電しきれず、本来の階調とは全く異なった２ライン前に近い階
調表示になってしまう。
【０００９】
　このため、上述したゲート飛び越し２パルス駆動は、ＴＦＴ液晶駆動にあたって高精細
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化、応答速度改善に効果があるものの、ほとんど実用に至っていないのが現状である。
【００１０】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、予備充電時におけ
る過充電によっておこる階調表示ムラを防止し、高精細化、応答速度改善に効果のあるゲ
ート飛び越し２パルス駆動を実施できる液晶表示装置を実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る液晶表示装置は、上記課題を解決するために、１水平期間中に、あるライ
ンへの本充電と、該本充電が実施されるラインよりも先のラインへの予備充電とを行う液
晶表示装置において、同じ水平期間中に本充電が実施されるラインと予備充電が実施され
るラインとのデータを比較し、その比較結果に基づいて、予備充電が実施されるラインへ
の予備充電期間を調整する予備充電期間調整手段を備えていることを特徴としている。
【００１２】
　上述のように、１水平期間中に、あるラインへの本充電とその他のライン（本充電が実
施されるラインよりも先のライン）への予備充電とを行う駆動方法では、一つの画素に対
して、予備充電と本充電との２回の充電が行われる。この駆動方法は、ＴＦＴ液晶駆動に
あたって高精細化、応答速度改善に効果があるものの、予備充電時における過充電によっ
て階調表示ムラを起こす恐れもある。
【００１３】
　これに対し、上記の構成では、同じ水平期間中に本充電が実施されるラインと予備充電
が実施されるラインとのデータを比較し（すなわち、同一画素に対する予備充電時の充電
レベルと本充電時の充電レベルとが比較される）、その比較結果に基づいて、予備充電が
実施されるラインへの予備充電期間を調整する。この予備充電期間の調整は、具体的には
、予備充電時の過充電の恐れがある画素に対して予備充電期間を短縮することで過充電を
回避する。これにより、上記液晶表示装置では、予備充電時における過充電によっておこ
る階調表示ムラを防止しながら、高精細化、応答速度改善に効果がある。
【００１４】
　また、上記液晶表示装置では、上記予備充電期間調整手段は、あるラインのデータが入
力されるとこれを格納し、該データを格納したラインの本充電と同時に予備充電が実施さ
れるラインのデータが入力されるまでこれを保持する格納手段と、上記格納手段に格納さ
れたデータによって、同じ水平期間中に本充電が実施されるラインと予備充電が実施され
るラインとのデータを比較する比較手段と、上記比較手段の比較によって、予備充電が実
施されるラインよりも本充電が実施されるラインにおいて、より充電を必要とする画素が
あると判断された場合に、予備充電が実施されるラインの全ての画素において過充電が発
生しないように予備充電期間を短く設定する設定手段を備えている構成とすることができ
る。
【００１５】
　また、上記液晶表示装置では、上記比較手段は、比較対象となる２ラインの全ての画素
について、同一ソースライン上の画素同士のデータ比較を行い、本充電時の充電レベルよ
りも予備充電時の充電レベルの方が大きく、かつそのレベル差が最も大きい画素を検出し
、上記設定手段は、上記比較手段によって検出されたレベル差に対応する予備充電期間の
設定パラメータを、上記レベル差と設定パラメータとが予め対応付けて格納されているテ
ーブルから読み出して、読み出された設定パラメータに基づいて予備充電期間の設定を行
う構成とすることができる。
【００１６】
　上記の構成により、予備充電期間調整手段の具体的な構成を提供することができる。
【００１７】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、上記課題を解決するために、１水平期間中に、あ
るラインへの本充電と、該本充電が実施されるラインよりも先のラインへの予備充電とを
行う液晶表示装置において、各ラインへの本充電期間を設定する第１のクロック信号と、
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各ラインへの予備充電期間を設定する第２のクロック信号との２種類のクロック信号を用
いてゲートライン駆動を行い、上記第２のクロック信号は、予備充電期間が可変となるよ
うに、各ゲートライン駆動毎に、対応するパルス幅が調整されることを特徴としている。
【００１８】
　上記の構成によれば、同じ水平期間中に本充電が実施されるラインと予備充電が実施さ
れるラインとで、異なるゲートクロック信号によって充電期間の制御が行われる、このた
め、ソースラインの本数を増やすことなく、同一ソースラインに繋がる本充電期間の画素
と予備充電期間の画素とで独立した充電制御を行うことができる。これにより、上記液晶
表示装置では、予備充電時における過充電によっておこる階調表示ムラを防止しながら、
高精細化、応答速度改善に効果がある。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、予備充電期間のゲートドライバ出力において、ＯＮ期間のＤｕｔｙを
調整することにより、予備充電時の過充電によっておこる階調表示ムラを防止しながら、
高精細化、応答速度改善に効果を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明の一実施形態について図１ないし図７に基づいて説明すると以下の通りである。
先ずは、本実施形態に係る液晶表示装置のシステム構成を、図２を参照して説明する。
【００２１】
　本実施形態に係る液晶表示装置は、図２に示すように、液晶表示パネル１０、ゲートド
ライバ２０、ソースドライバ３０、ＬＣＤタイミングコントローラ４０、および電源回路
ブロック５０を備えて構成されている。
【００２２】
　液晶表示パネル１０は、複数のゲートラインとソースラインとが互いに交差して配設さ
れるとともに、各ゲートラインと各ソースラインとの交点にＴＦＴを介して画素が接続さ
れた通常のＴＦＴ液晶パネルである。尚、図２において、液晶表示パネル１０内のゲート
ライン、ソースライン、ＴＦＴ、および画素は図示を省略している。
【００２３】
　ゲートドライバ２０は、ゲートラインを介してＴＦＴのゲートに走査信号を供給するも
のである。また、ソースドライバ３０は、ソースラインおよびＴＦＴを介して画素にデー
タ信号を供給するものである。ゲートドライバ２０およびソースドライバ３０は、より多
くのゲートラインまたはソースラインの駆動を行う場合には、複数のドライバをカスケー
ド接続して使用することが可能である。
【００２４】
　ＬＣＤタイミングコントローラ４０には、ＬＣＤ入力信号として、ＧＳＰ（ゲートスタ
ートパルス信号），ＧＣＫ１（ゲートクロック信号），ＳＳＰ（ソーススタートパルス信
号），ＳＣＫ（ソースクロック信号）およびデータ信号が入力される。そして、ＬＣＤタ
イミングコントローラ４０は、ＧＳＰおよびＧＣＫ１をゲートドライバ２０に出力し、Ｓ
ＳＰ，ＳＣＫおよびデータ信号をソースドライバ３０に出力する。さらに、ＬＣＤタイミ
ングコントローラ４０は、上記データ信号から、ＧＣＫ２（ゲートクロック信号）を生成
し、ゲートドライバ２０に出力する。
【００２５】
　電源回路ブロック５０は、ゲートドライバ２０およびソースドライバ３０にＧＤ（ゲー
トドライバ）入力用電源およびＳＤ（ソースドライバ）入力用電源を供給する。
【００２６】
　上記液晶表示装置は、ゲートドライバ２０に与えられるＧＣＫ１，ＧＣＫ２によって、
ゲート飛び越し２パルス駆動を行う。ここで、ＧＣＫ１は本充電期間にあたる対象ライン
のゲート出力を制御するためのクロック信号であり、従来のＧＣＫと同様、一定周期のパ
ルス信号となる。また、ＧＣＫ２は、予備充電期間にあたる対象ラインのゲート出力を制
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御するためのクロック信号である。
【００２７】
　そして、上記液晶表示装置は、ＧＣＫ２のパルス幅を各対象ライン毎に可変とすること
で、予備充電期間のＤｕｔｙ制御を行い、従来の予備充電期間において発生していた過充
電を防止する点に特徴を有している。
【００２８】
　上記液晶表示装置における駆動方法の基本原理を、図１を参照して説明すると以下の通
りである。尚、図１では、ある１本のソースラインのみに着目して駆動方法を説明する。
【００２９】
　図１において、ＧＤ出力ｎは、ｎ本目のゲートラインに対する出力パルスを示しており
、各ＧＤ出力は、ＧＣＫ１によって本充電のパルス期間を設定され、ＧＣＫ２によって予
備充電のパルス期間を設定される。
【００３０】
　図１におけるＳＤ出力は、着目しているソースラインに対する出力であり、各画素への
表示階調レベルを与えている。また、ＳＤ出力における各パルスは、本充電期間にあるゲ
ートラインに接続されている画素の表示階調レベルに対応している。尚、図１では、２ラ
イン目から５ライン目にかけてのゲートライン（ライン２～５）に対応するパルスのみを
示しており、他のラインに対するパルスの図示を省略している。
【００３１】
　ここで、２ライン目のゲートラインに対して本充電を行っている期間（期間ｔ２）に着
目すると、この時同時に４ライン目のゲートラインに対しての予備充電が行われる。この
時の４ライン目のゲートラインに対しての予備充電は、２ライン目のゲートラインに接続
されている画素の表示階調レベルに対応した電圧にて行われる。
【００３２】
　この４ライン目のゲートラインにおいて、予備充電時の充電電圧（期間ｔ２におけるＳ
Ｄ出力パルス電圧）と本充電時の充電電圧（期間ｔ４におけるＳＤ出力パルス電圧）とを
比較すると、予備充電時の充電電圧の方が高い。このため、４ライン目のゲートラインに
対する予備充電を、本充電と同様に最大Ｄｕｔｙにて実施すると過充電が生じることが分
かる。
【００３３】
　この予備充電時における過充電を防止するために、本実施の形態に係る液晶表示装置で
は、４ライン目のＧＤ出力における予備充電期間パルスのＤｕｔｙを調整している。すな
わち、４ライン目に対して予備充電を行う期間ｔ２において、予備充電期間を設定するた
めのＧＣＫ２のパルス幅を短くしている（尚、図１では、４ライン目および５ライン目の
ゲートライン（ライン４，５）に対応するパルスのみを示しており、他のラインに対する
パルスの図示を省略している）。これにより、予備充電時の充電電圧が本充電時の充電電
圧よりも高い場合であっても、予備充電による過充電を防止できる。
【００３４】
　また、５ライン目のゲートラインに着目すると、このラインにおける予備充電時の充電
電圧（期間ｔ３におけるＳＤ出力パルス電圧）と本充電時の充電電圧（期間ｔ５における
ＳＤ出力パルス電圧）とでは、本充電時の充電電圧の方が高くなっている。このような場
合は、予備充電を本充電と同様に最大Ｄｕｔｙにて実施したとしても過充電は生じないた
め、予備充電期間を短くする必要はない（予備充電を最大Ｄｕｔｙにて実施可能）。
【００３５】
　但し、上記説明は、ある１本のソースラインのみに着目した場合の結果である。すなわ
ち、実際の装置では、各ゲートラインに対して多数のソースラインが交差している（各ゲ
ートラインに対して多数の画素が接続されている）。このため、あるゲートラインに置け
る予備充電を最大Ｄｕｔｙにて実施した場合に、あるソースラインに接続される画素では
過充電が生じなくても、他のソースラインに接続される画素では過充電が生じる、といっ
たことは十分に起こり得る。このような場合、予備充電期間は、全ての画素において過充
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電が生じないようにＤｕｔｙが調節される必要がある。言い換えれば、あるゲートライン
に接続される全ての画素において、
　　　　　（本充電電圧）≧（予備充電電圧）
となる場合のみ、予備充電を最大Ｄｕｔｙにて実施することができる。
【００３６】
　尚、全ての画素において過充電が生じないように予備充電期間のＤｕｔｙを調節するこ
とで、最大Ｄｕｔｙでも過充電の起きない画素においても予備充電期間は短くなる。しか
しながら、そのような画素でも、程度の差はあれ、予備充電を実施することで本来の充電
電圧に早く近づけることには変わりなく、ゲート飛び越し２パルス駆動によって、高精細
化、応答速度改善に効果がある。
【００３７】
　次に、ＬＣＤタイミングコントローラ４０において、ＧＣＫ２を生成する方法について
、図３ないし図５を参照して説明する。
【００３８】
　ＬＣＤタイミングコントローラ４０は、図３に示すように、ＧＣＫ２を生成するための
構成として、２ライン分のラインメモリ４１、メモリ間階調比較部４２、階調差レジスタ
４３、ＧＣＫ２生成部４４、ＧＣＫ２生成用ＬＵＴ（Look Up Table）４５を備えている
。また、ラインメモリ４１、メモリ間階調比較部４２、階調差レジスタ４３は、奇数ライ
ン用と偶数ライン用との２系統分の構成が備えられている。
【００３９】
　ＬＣＤタイミングコントローラ４０に入力されるＬＣＤ入力信号のうち、データ信号は
、１ライン分のデータ毎にラインメモリ４１に書き込まれる。このとき、奇数ラインのデ
ータ信号は奇数ライン用のラインメモリ４１に、偶数ラインのデータ信号は偶数ライン用
のラインメモリ４１に書き込まれる。また、ラインメモリ４１は２ライン分の格納領域を
有しているため、奇数ライン用および偶数ライン用の各ラインメモリ４１には、２ライン
前のデータ信号と最新ラインのデータ信号とが常に格納されていることとなり、これら２
ラインのデータ比較が可能となっている。
【００４０】
　２ライン前のデータ信号と最新ラインのデータ信号との比較は、メモリ間階調比較部４
２にて行われる。この比較動作を、図４を参照して説明すると以下の通りである。尚、図
４においては、ラインメモリ１に格納されているデータ信号を２ライン前のデータ信号、
ラインメモリ２に格納されているデータ信号を最新ラインのデータ信号としている。また
、説明を簡略化するため、１ライン分のデータを６つとしている（１ゲートラインに対し
て６本のソースラインが交差する）。
【００４１】
　メモリ間階調比較部４２では、同一のソースライン列（同一アドレス）における２ライ
ン前のデータ（階調レベル）と最新ラインのデータ（階調レベル）との差分が演算され、
この階調データ差分が全てのソースライン列に対して求められる。ここで、図４に示す例
では、アドレス０～３のソースラインに対応する差分値が０以下となっている。つまり、
これらのソースラインでは、最新ラインとしてデータ信号が格納されているゲートライン
において、本充電の階調レベルが予備充電の階調レベルよりも充電電荷量が大きいことを
示しており、予備充電ラインにおいて過充電発生の恐れが無いことになる。
【００４２】
　一方、アドレス４，５のソースラインに対応する差分値は、１９０，２５４となってお
り、これらのソースラインでは、最新ラインとしてデータ信号が格納されているゲートラ
インにおいて、本充電の階調レベルが予備充電の階調レベルよりも充電電荷量が小さくな
っている。また、アドレス５のソースラインに対応する差分値２５４の方が大きいため、
最大Ｄｕｔｙにて予備充電を行った時に最も過充電電荷量の多くなる過充電発生レベル最
大ポイントはアドレス５のソースラインに対応する画素となる。この過充電発生レベル最
大ポイントにおける差分レベル値が、階調差レジスタ４３に格納される。
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【００４３】
　より具体的に説明すると、メモリ間階調比較部４２は、比較している２ゲートライン中
の同じソースライン列における画素同士での階調レベル比較を、最初のアドレスから最終
アドレスまで順次行っていく。この比較によって求められる階調レベル差は、最初のアド
レスに対して求められた階調レベル差は階調差レジスタ４３に格納される。それ以降のア
ドレスに対して求められた階調レベル差は、その時点で階調差レジスタ４３に格納されて
いる階調レベル差と比較され、格納されている階調レベル差より大きい場合に、階調差レ
ジスタ４３の格納値を更新していく。こうして、全てのアドレス、すなわち全てのソース
ラインに対して階調レベルの比較が終えた時点で、比較対象２ライン中において最も大き
い階調レベル差が階調差レジスタ４３内に格納されていることになる。
【００４４】
　比較対象２ラインの階調レベル比較が終了した時点で、階調差レジスタ４３に格納され
ている過充電発生レベル最大ポイントの差分レベル値とＧＣＫ２生成用ＬＵＴ４５とを用
いて、対象ラインの予備充電期間中に過充電が発生しないよう、ＧＣＫ２生成部４４がＧ
ＣＫ２のパルス幅を設定する。この設定方法を、図５を参照して説明すると以下の通りで
ある。
【００４５】
　図５に示すように、ＧＣＫ２生成用ＬＵＴ４５にはレジスタ格納値（すなわち、階調差
レジスタ４３に格納されている過充電発生レベル最大ポイントの差分レベル値）とＧＣＫ
２リセットタイミングとが対応付けて格納されている。上記ＧＣＫ２リセットタイミング
は、例えば、基準クロックのクロック数によって与えられる。
【００４６】
　ＧＣＫ２生成部４４において、生成されるＧＣＫ２は、水平同期信号ＨＳと基準クロッ
クとを用いて各ゲートラインに対しての充電期間（パルス期間）が設定される。具体的に
は、水平同期信号の入力によって基準クロックのカウント（水平カウンタ）が開始され、
所定のカウント（固定値）に達した時点でＧＣＫ２のパルスの始点（GCK2 SETポイント）
が設定される。
【００４７】
　そして、ＧＣＫ２のパルスの終点（GCK2 RESETポイント）は、ＧＣＫ２生成用ＬＵＴ４
５から読み出されるＧＣＫ２リセットタイミングによって決定される。図４，図５の例で
は、階調差レジスタ４３に格納されている過充電発生レベル最大ポイントの差分レベル値
が２５４であるため、ＧＣＫ２リセットタイミングのカウント値はｂとなる。
【００４８】
　尚、上記説明におけるＧＣＫ２生成部４４の動作では、ＧＣＫ２のパルスの始点を固定
として終点を可変としているが、これとは逆に、始点を可変として終点を固定としてもよ
い。
【００４９】
　上記説明から分かるように、あるゲートラインに対する予備充電は、その２ライン前の
ゲートラインに対する本充電と同時に実施されるが、この時の予備充電期間の長さは、該
予備充電の実施されるラインに対するデータが入力されるまでは確定できない。ＬＣＤタ
イミングコントローラ４０における各処理の動作タイミングを図６および図７を参照して
説明すると以下の通りである。
【００５０】
　先ず、ライン１のデータがＬＣＤタイミングコントローラ４０に入力される期間では、
該ライン１のデータが奇数ライン用のラインメモリ４１（２ライン分のラインメモリの一
方）に書き込まれ、ライン２のデータが入力される期間では、該ライン２のデータが偶数
ライン用のラインメモリ４１に書き込まれる。
【００５１】
　次に、ライン３のデータがＬＣＤタイミングコントローラ４０に入力される期間では、
該ライン３のデータが奇数ライン用のラインメモリ４１（２ライン分のラインメモリのう
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ているライン１のデータと比較が実行される。このため、ラインメモリ４１へのライン３
のデータ書き込みが終わった時点で階調差レジスタ４３には、ライン１，３間の比較にお
ける過充電発生レベル最大ポイントの差分レベル値が格納されていることとなる。
【００５２】
　同様に、ライン４のデータがＬＣＤタイミングコントローラ４０に入力される期間では
、ライン４のデータの偶数ライン用のラインメモリ４１への書き込みと、ライン２，４間
のデータ比較とが行われる。
【００５３】
　また、ライン４のデータがＬＣＤタイミングコントローラ４０に入力される期間では、
ライン１に対して本充電を実施するためのＧＣＫ１と、ライン３に対して予備充電を実施
するためのＧＣＫ２とがゲートドライバに出力され、ラインメモリ４１に格納されていた
ライン１のデータがソースドライバに出力される。この時点では、階調差レジスタ４３に
おいてライン１，３間の比較による差分レベル値の格納が終了しているため、ライン３に
対して予備充電を実施するためのＧＣＫ２のパルス幅を確定することができる。
【００５４】
　上記処理を順次繰り返すことによって、本発明に係るゲート飛び越し２パルス駆動を行
うことができる。尚、ライン１，２においては、前フレームの最終２ラインの本充電期間
に予備充電を行えばよい。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、液晶表示装置の駆動方法を示すタイミング
チャートである。
【図２】上記液晶表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図３】上記液晶表示装置におけるＬＣＤタイミングコントローラの概略構成を示すブロ
ック図である。
【図４】上記ＬＣＤタイミングコントローラにおけるライン比較の様子を示す図である。
【図５】上記ＬＣＤタイミングコントローラにおけるＧＣＫ２生成の様子を示す図である
。
【図６】上記ＬＣＤタイミングコントローラの動作タイミングを示すタイミングチャート
である。
【図７】上記ＬＣＤタイミングコントローラの動作タイミングを示す波形図である。
【図８】従来のゲート飛び越し２パルス駆動における動作を示すタイミングチャートであ
る。
【図９】従来のゲート飛び越し２パルス駆動における課題の発生原理を示す図である。
【符号の説明】
【００５６】
１０　　液晶表示パネル
２０　　ゲートドライバ
３０　　ソースドライバ
４０　　ＬＣＤタイミングコントローラ
４１　　ラインメモリ
４２　　メモリ間階調比較部
４３　　階調差レジスタ
４４　　ＧＣＫ２生成部
４５　　ＧＣＫ２生成用ＬＵＴ
ＧＣＫ１　ゲートクロック信号（第１のクロック信号）
ＧＣＫ２　ゲートクロック信号（第２のクロック信号）
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摘要(译)

要解决的问题：实现一种液晶显示装置，该液晶显示装置能够防止在预
充电时由过充电引起的栅极不均匀灰度，并且执行栅极跳跃双脉冲驱
动，这对于高清晰度和响应速度的提高是有效的。 解决方案：在相同的
水平周期期间比较执行主充电的线（例如，线2）的数据（SD输出的灰
度级）和执行预充电的线（例如，线4），并且将预备充电时段（例如，
GD输出4的预充电时段（时段t 4）的脉冲宽度）调整到基于比较结果执
行预充电的线（例如，线4）。换句话说，通过调节预充电时段，通过缩
短在预充电时可能过充电的像素的预充电时段来避免过充电。 点域1
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